










































 

げる事項を厳守しなければならない。 

（1） 伐採した立木等を処分する場合には、関係法令を遵守するとともに、関係官公署の 

指導に従い必要な措置を講じなければならない。 

（2） 使用人等の喫煙、たき火等の場所を指定し、指定場所以外での火気の使用は禁止し 

なければならない。 

（3） ガソリン、塗料等の可燃物を使用する必要がある場合には、周辺に火気の使用を禁 

止する旨の標示を行い、周辺の整理に努めなければならない。 

7  受注者は、爆発物等の危険物を使用する必要がある場合には、関係法令を遵守する 

とともに、関係官公署の指導に従い、必要な措置を講じなければならない。 

8  受注者は、屋外で行う調査等業務の実施に当たっては、豪雨、豪雪、出水、地震、 

落雷等の自然災害に対して、常に被害を最小限にくい止めるための防災体制を確立す 

るとともに、災害発生時においては、安全の確保に努めなければならない。 

9  受注者は、屋外で行う調査等業務実施中に事故等が発生した場合は、直ちに監督職 

員に報告するとともに、監督職員が指示する様式による事故報告書を速やかに提出し、 

監督職員から指示がある場合にはその指示に従わなければならない。 

（コスト縮減の推進） 

第1131条 受注者は、調査等業務の実施に当たっては、効率的な森林土木工事の施工に資 

する計画立案・策定及び設計に努め、コスト縮減の推進に配慮しなければならない。 

（環境負荷の低減） 

第1132条 受注者は、調査業務等の実施に当たり、森林土木工事における環境負荷の低減 

に資する資材の活用、建設資材の再資源化及び廃棄物の減量に努めなければならない。 

２ 受注者は、国等による環境物品等の調達の推進に関する法律（平成１２年法律第１００ 

号。以下「グリーン購入法」という。）に基づき選定された小径丸太材（間伐材）等の 

特定調達物品等の優先的使用と普及に配慮しなければならない。 

３ 受注者は、工事に伴って発生する根株、伐採木及び末木枝条については、森林内に 

おける建設工事等に伴い生ずる根株、伐採木及び末木枝条の取扱いについて（平成１１年 

１１月１６日１１－１６林野庁林政部森林組合課長他６課長連名通知）に基づき、建設 

資材としての利用及び工事現場内における林地還元に配慮しなければならない。 
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